
　 十進BASICによる

工学へのニューアプローチ
(数学・物理・電気電子工学・機械工学編)

松田修・ 川部健・ 中村重之・ 橋本淳 [著]



1

まえがき

理工学の勉強で大切なことは，教科書や本に並んでいる数式が何を意味

するかを理解することです．しかし数式を一つ一つ理解していくことは大

変なことでもあり，イメージしにくいものもたくさん出てきます．そこで

最近はパソコンの性能が良くなったこともあり，多くの数値計算法などの

本が出版されるようになりました．

理工系でよく使われるコンピュータ言語は，FORTRANや Cが主なも

のです．したがって多くの数値計算の本がそのような言語を使って説明し

てあります．しかし，言語習得が得意な人はそれで良いのですが，なかな

か習得できない人は，コンピュータ言語そのものを習得することに四苦八

苦して，数式を理解するという本質から外れてしまっています．私たちは

そのような後者の人たちを対象に，この本を執筆しました．

この本では十進 BASICという言語を使って，数学や物理や工学を学ん

でいきます．十進 BASICは文京大学の白石和夫先生が作られたフリーソ

フトです．何故十進 BASICなのかという理由は次の通りです．

① フリーソフトであるので，だれでも無料で十進 BASICのホームペー

ジからダウンロードして使えます．

②　簡単な BASICという言語でプログラムできるので，習得するのに

時間がかかりません．

③　従来面倒であった関数のグラフなども簡単に描くことができます．

④　 FORTRANやＣなどの言語を勉強するときも十分応用が利きます．

私たちは，この本でまず工学の勉強にすぐに使えるような必要最低限の

十進 BASICの知識を説明します．それはページ数にして 10ページといっ

たところです．そしてその知識を使って，その後すぐに工学に必要な数学

と物理の十進BASICを使った解説を行います．最初の十進BASICの簡単

な導入と数学編は松田が，物理学編は川部が書きました．勿論見ていただ

ければすぐにわかるように，ここで扱うものが全てではありません．しか
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し扱ったものの多くは読者を魅了し，読んでいて楽しく，かつ利用価値の

高いものばかりを選んでいます．そして同時に十進 BASICを使ってこの

ように勉強していけばよいのかという方向性を示しました．

工学は電気・電子工学と機械工学を扱いました．電気・電子工学編は中

村が，機械工学編は橋本が書きました．いずれも，各分野で基本となるも

のを扱います．いろいろなシミュレーションを行い，実際に数値を出して

その結果を見て，あるいはグラフを描いて考えることにより，工学で扱う

現象を体験的に感じ取れるはずです．

著者の 4人は現在津山工業高等専門学校の教官です．日頃からどのよう

にすれば学生たちに，工学を楽しく学んでいけるかを考えています．その

思いを込めて，これから工学を学んでいこうとしている読者のみなさんが，

この本によって楽しくそして奥深く学べ，さらなるステップを踏まれるこ

とを望んで執筆しました．

2003年 11月　

松田修
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第0章 十進BASICのダウンロード

まず十進 BASICのホームページから十進 BASICをダウンロードしまし

ょう．

【準備１】　マイコンピュータをクリックして，ローカルディスクＣにフォ

ルダを作ります．新しいフォルダの名前を「10BASIC」とします．

【準備２】十進BASICのURLは，http://hp.vector.co.jp/authors/VA008683/

です．ダウンロードのページに入って，BASIC50A.EXE をクリックしま

す．すると，この「プログラムをディスクに保存する」のチェックボック

スが黒くなっていたら，「ＯＫ」をクリックします．
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ダウンロードが終了したら，マイコンピュー

タのＣの「10BASIC」というフォルダの中に，

「BASIC50A」というファイルが入っているの

で，それをダブルクリックします．

「解凍先」を聞いてきたら，「参照（Ｂ）」を

クリックして，先ほど作った「10BASIC」と

いうフォルダを選択します．

フォルダ「10BASIC」の中に，下のマークがあります．これが十進BASIC

です．このマークを右クリックして「ショートカットの作成」を行って，デ

スクトップにドラッグすればインストール完了です．

上のマークをクリックすると，下のような画面が現れます．これで，十

進 BASICを使える状態になりました．
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第1章 十進BASICの速攻習得

　十進 BASICは，プログラムを組むための言語としてはとても簡単
な言語です．ですから十進BASICをマスターするためのプログラム
学習の時間はほとんどいりません．この章（約 10ページ）を読めば
基本はマスターできます．後は必要に応じて勉強すればよいのです．
早速使ってみましょう！！

1.1 十進BASICのタスクバー

よく使うタスクバーを紹介します．

：プログラムを (RUN)するときに，クリックします．

：ステップ実行です．プログラムがどんな様子で動いているかがわか

ります．

：左から，十進数，十進 1000桁，２進数で計算するバーです．

：左は複素数を計算するときに使います．右は分数で計算したい

ときに使います．

：弧度法でない普通の角度で計算させるときに使います．

以上のタスクバーの詳しい使い方は，必要に応じて説明します．
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1.2 まずは５つの基本命令文を覚えよう

プログラムで基本的な文章は，最低限５つの命令文で構成されます．

それは，

INPUT 文 (キーボードからデータを入力する)
代入文 (代入，計算)
PRINT 文 (ディスプレイに表示させる)
FOR 文 (繰り返しの計算をさせる）
IF 文 (判断して，分岐させる）

です．以下これらの使い方を説明します．

1.2.1 INPUT 文，代入 文, PRINT 文，

十進 BASICのWindow を開いたら，次の４つの文を入力してくだ

さい．

INPUT PROMPT "A=":A

LET B=A+1

PRINT "B=";B

END

入力が終わったら，タスクバーの をクリックしてください．

すると INPUT POMPT という画面が現れて，A という文字の下でカーソ

ルが点滅します．

次に 3.14 と入力して，Enterキーを押して下さい．

すると NoName1.TXT という画面がでて，そこに

A=3.14

B=4.14

という数字が表れます．

最初に入力した 4つの命令文を総称してプログラムといいます．では上
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のプログラムを説明しましょう．

1行目の INPUT PROMPT ”A=”:A は， A= という文字を表示させ，

Aに値を代入しなさい，という命令文です．これを IMPUT PROMPT

文といいます．もし IMPUT A とだけ書いたなら，Aという文字は表示さ

れません．ただ A に値を入力しなさいという命令になります．

2行目の LET B=A+1 は，今代入したAの値に 1を足し，それをBと

しなさい（代入しなさい）という命令文です．これを代入文 といいます．

3行目の PRINT ”B=”;B は B= という文字を表示させて，Bの値を表

示しなさいという命令文です．これをPRINT文といいます．セミコロン

; は次に並べて表示したいときに使います．(INPUT PROMPT ”A=”の後は

コロン : です．)

4行目の END はEND文といって，これでプログラムを終了しますと

いう意味です．

問題

Xに 5を代入して，Y=2+X として，Yを表示するプログラムを作り
なさい．

1.2.2 FOR 文

次のプログラムを入力してください．そして実行結果を想像してみてく

ださい．
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LET S=0

FOR I=1 TO 3 STEP 1

S=I+S

NEXT I

PRINT "S=";S

END

実行してください．実行結果は，S=6 になります．つまり上のプログラ

ムは，1から 3まで足した数を Sとして，それを表示するプログラムだっ

たのです．

プログラムを解説します．2行目の FOR I=1 TO 3 STEP 1 は，I の

値を 1から 3まで１ずつ増やしていきなさいという意味です．これをFOR

文といいます．では実際にどのように Iが変化していくかを説明します．

最初，Iは 1です．つぎにコンピュータは S=I+S を計算します．その結

果，Sは 1 + 0なので 1です．つまり，S = 1です．

次の 3行目の文 NEXT I は，次の Iの値に変化しなさいという意味です．

ですから，この瞬間に，Iは 2になります．Iが新しい数 2になったので，

また Sを計算します．Sは現段階では 1だったので，新しい Sは，2 + 1の

3になります．つまり，S = 3です．そして NEXT I で Iは 3になります．

Iが新しい数 3になったので，また Sを計算します．Sは現段階では 3だっ

たので，新しい Sは，3 + 3の 6になります．つまり，S= 6です．そして

NEXT I で Iは 4になります．

しかし, Iは 3までだったので，これで FOR文は終了します．よって，

S= 6 が得られたのです．

このことをステップ実行を使って確かめてみます．ステップ実行のタス

クバー をクリックしてみてください．プログラムがどのように動いて

いるかわかるはずです．
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問題

100から 1000までの偶数をすべて足した数を計算させなさい．

1.2.3 IF 文

次は IF 文です．まず次のプログラムを入力して，その実行結果を予

想してみて下さい．

INPUT PROMPT "X=":X

INPUT PROMPT "Y=":Y

IF X>Y THEN

PRINT "Xのほうが大きいです．"

ELSE

PRINT "Yのほうが大きいです．"

END IF

END

プログラムを実行してください．もしX=2で，Y=10 だったなら，「Yの

ほうが大きいです．」と表示されるはずです．もしX=5，Y=3 だったなら，

「Xのほうが大きいです．」と表示されるはずです．

もしX=5，Y=5 だったなら，「Yのほうが大きいです．」と表示されるは

ずです．

プログラムを解説します．

IF X>Y THEN は，もしX>Y だったなら次の行にいきなさいという条

件付き命令文です．そうでなかったら，

ELSE 以下の命令 PRINT ”Yのほうが大きいです．” に従いなさいとい

うことです．

END IF で，この条件文の終了を表します．

問題

Xを入力して，Xの絶対値を計算させるプログラムをつくりなさい．
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∗ 行番号について．
　従来の BASICでは行番号をつけることになっています．しかし十
進BASICは特に行番号は必要としません．勿論，行番号がついてい
ても構いません．つまり下のように行番号付きのプログラムでもいい
のです．行番号は簡単に付けたり消したりできます．メニューバーの
編集 (E)をクリックすると，行番号削除 (D),行番号付加 (S)があり
ます．これをクリックすればよいのです．次章以降では，説明のため
に行番号をつける場合もあります．

10 INPUT PROMPT "X=":X

20 INPUT PROMPT "Y=":Y

30 IF X>Y THEN

40 PRINT "Xのほうが大きいです．"

50 ELSE

60 PRINT "Yのほうが大きいです．"

70 END IF

80 END

1.2.4 プログラムや結果の保存

タスクバーの ファイル（F) の 名前を付けて保存（A) で，今書いたプロ

グラムを保存することができます．実行結果も同様です．この場合はテキ

スト (txt)形式で保存されます．後でグラフィックのプログラムについて述

べますが，グラフィックスの実行結果も，グラフィックス (bmp)形式で保

存できます．この機能は，他のワープロソフトなどを使って，結果を整理

し報告するのに，非常に便利です．
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1.3 簡単グラフィックス！！

十進BASICの特徴はなんといっても簡単にグラフィックスが描ける点で

す．グラフィックスが簡単に描けると，いろいろなことを調べたくなりま

す．早速やってみましょう．

まずは，中学生のとき習った y = x2 のグラフを描いてみましょう．プ

ログラムは次です．

DEF f(x)=x^2

SET WINDOW -4,4,-3,5

DRAW axes

FOR x=-4 TO 4 STEP 0.01

PLOT LINES: x,f(x);

NEXT x

END

上のプログラムを入力したら，早速実行してみましょう．

たった 7つの命令文で y = x2のグラフを描くことができました．それで

は，プログラムを解説しましょう．

DEF文と呼ばれるDEF f(x)=x ^ 2 は，ここで扱う関数 f(x) = x2 を
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定義しますという宣言文です．x^2 は x2を意味します．（注意！f(x) = x−2

のときは，DEF f(x)=x ^(-2) とカッコをつけます．）

SET WINDOW -4,4,-3,5はWindowの大きさです．ここでは，x軸を，−4
から 4に，y軸を−3から 5の範囲としています．
DRAW axes は，座標軸を描けという命令文です．

FOR x=-4 TO 4 STEP 0.01

PLOT LINES: x,f(x);}\index{PLOT LINES}

NEXT x

の部分は，まず点 (−4, 16)と点 (−3.99, (−3.99)2)を直線で結び，次に点
(−3.99, (−3.99)2)と点 (−3.98, (−3.98)2)を直線で結び，· · · · · ·, 最後に点
(3.99, (3.99)2) と点 (4, 16) を xの幅を 0.01刻みの直線で結べという命令

です．

例題

y = x2のグラフと y = x2 + 1のグラフを同時に描きなさい．

方法は２つあります．

【方法１】オプション機能を使う方法．まず，y = x2のグラフを描かせ

ます．
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次に，画面の オプション の 実行前に消去を， しないにチェックしま

す．その後，プログラムの f(x)=x^2 を f(x)=x^2+1 として，実行します．

この機能は後の機械工学の章で使っています．

【方法２】プログラムによる方法．

DEF f(x)=x^2

DEF g(x)=x^2+1

SET WINDOW -4,4,-3,5

DRAW axes

FOR x=-4 TO 4 STEP 0.01

PLOT LINES: x,f(x);

NEXT x

PLOT LINES

FOR x=-4 TO 4 STEP 0.01

PLOT LINES: x,g(x);

NEXT x

END

上のプログラムのポイントは，2つの FOR文の間にある，PLOT LINES

という命令文です．これは，２つのグラフが繋がってしまわないようにす

るためのものです．

1.4 利用価値の高い組み込み関数

演算に関するキーは，

+ ：足し算，− ：引き算，∗ ：掛け算，/ ：割り算です．
a^b は abを表します．

十進 BASICには最初から組み込まれている関数 (組み込み関数)があり

ます．大まかなものを以下にまとめます．その他のものは「ヘルプ」を参

照してください．
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種類 数学記号 十進BASICの書き方
xの絶対値 |x| ABS(x)

平方根
√
x SQR(x)

指数関数 ex EXP(x)

自然対数 loge x LOG(x)

2を底とする対数 log2 x LOG2(x)

常用対数 log10 x LOG10(x)

正弦関数 sin x SIN(x)

余弦関数 cos x COS(x)

正接関数 tanx TAN(x)

逆正弦関数 sin−1 x ASIN(x)

逆余弦関数 cos−1 x ACOS(x)

逆正接関数 tan−1 x ATAN(x)

双曲線正弦関数 sinh x SINH(x)

双曲線余弦関数 cosh x COSH(x)

双曲線正接関数 tanh x TANH(x)

疑似乱数 RND (0 ≤ RND < 1)
円周率 π PI 　

その他にも，次のようなものがよく使われます．

組み込み関数 意味
MAX(a, b) a, b のうち大きい方,
MIN(a, b) a, b のうち小さい方,
INT(x) x を超えない最大の整数,

例 INT(5.4)=5, INT(5)=5, INT(-4.4)=-5

MOD(x, y) xを yで割ったときの余り,
例 MOD(5,3)=2, MOD(-2,3)=1,

MOD(3.14,1)=0.14

ANGLE(x, y) 方向角, 原点と点 (x, y)を結ぶ半直線が
x軸の正の向きとなす角.

FACT(x) xの階乗
PERM(n, r) 順列の数
COMB(n, r) 二項係数（組合せの数）
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例題

x = 0◦, 10◦, 20◦, · · · , 360◦として，そのときの sin xの値を表示するプ
ログラムをつくります．（三角関数 sinxは次章で詳しく説明します．）

[解答] SIN(X)は，弧度法での値を表示するので注意します．

PRINT "X";"SIN(X)"

FOR X=0 TO 360 STEP 10

PRINT X;SIN(X*PI/180)

NEXT I

END

* 弧度法について.

　弧度法について簡単に触れます．弧度は，半径 rの円周において，
弧の長さを rとしたときの円周角を，1rad(1ラジアン)と定めました．
ですから，180◦は πradになるのです．したがって，x◦は πx/180rad

となるのです．
　十進BASICは角度の扱いを宣言文によって，弧度法で計算したり，
普通の 60分法で計算したりできます．それが，OPTION ANGLE

です．
　もし，角の大きさを 60分法で計算させたかったら，プログラムの
先頭に，OPTION ANGLE DEGREESと書くか，タスクバー を
クリックして実行すればよいのです．

OPTION ANGLE DEGREES ←(これを書くか，タスクバーをクリッ
ク）
PRINT "X";"SIN(X)"

FOR X=0 TO 360 STEP 10

PRINT X;SIN(X)

NEXT I

END

　ラジアンを宣言するときの文は，OPTION ANGLE RADIANS で
す．なにも宣言しなければ，ラジアンで計算します．
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1.5 第1章のまとめ

以上でプログラムを組むための基本的な事項についての説明は終わりで

す．「なんだ随分少ないのではないか」と不満を持たれる方もおられると

思いますが大丈夫です．勿論，まだまだ重要な命令文（DO WHILE 文，

READ DATA文など)や，配列に関することなどがありますが，必要なら，

ヘルプ (H) を見てください．以下の章でも必要に応じて取り上げていきた

いと思います．

早速，第 2 章では高校生程度の数学の内容から扱っていきます．十進

BASICを使えば，数学の内容がとてもわかりやすく，また面白く感じられ

るようになるはずです．




